



























































育法 2 単位のみが必修とされている大学が 8 割以上に上る。つまり、カリキュラム上は大学生







































理科実験ゼミは、理科室で行い 10 月中に全 5 回程度実施した。11 月以降は、教育実習のため休止した







年)」「かん電池のはたらき(第 4学年)」「電流と電磁石（第 5学年）」「発電と電気の利用(第 6学年)」を選































































感覚を掴むことができた。このよう 図 2.「もののあたたまり方」（『わくわく理科 4』啓林館(p139、141より） 









 全 5回の実験ゼミ終了後、Google formを用いてアンケートを実施した。アンケートでは、「参加した回
数」「実験ゼミに参加して、身に付いたことはありますか」「あると答えた人は、どんなことが身に付いたか
教えてください」「改善点があれば教えてください」「今後やりたいこと（単元や進め方などについてでも

















業での児童の意見に対応できるようになったと回答している（回答 9）。回答 10 は、児童の発想する方
法をもとに教師が科学的に妥当な方法を提示していくことが重要であることに気がついたという実験、児
童の両方に関する内容であった。 







































































































































































































自信の有無の関係」, 『日本科学教育学会研究会研究報告』,Vol.31, No.13, 101-104. 
科学技術振興機構理科教育支援センター（2011）.「平成 22 年度小学校理科教育実態調査集計
結果」https://www.jst.go.jp/cpse/risushien/elementary/cpse_report_015A.pdf 
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付録 1.  
理科実験ゼミ 計画表 
理科実験ゼミシートは、取り扱う内容を「各分野・学年で働かせる見方・考え方」「単元名」「学習問題」
「本単元で見方・考え方を働かせられる場面」「児童の立場に立った予想」「方法（児童の立場に立った方法
含む）」「結果」「考察」「まとめ」の順で整理したものである。 
 
 
 
